
鳥取県の生態系等に被害をおよぼすおそれのある外来種リストの 

記載内容について 

 

 

1.記載内容 

（1）基本情報（分類群、目名、科名、和名、学名、原産地） 

①動物 

動物の分類群は、平成 27 年 3 月に環境省が公表した「我が国の生態系等に被害を及ぼ

すおそれのある外来種リスト」以降、「生態系被害防止外来種リスト」に準拠し、哺乳類、

鳥類、爬虫類、両生類、魚類、昆虫類、陸上節足動物、その他無脊椎動物とした。 

科名、和名、学名、原産地等の基本情報についても上記に準拠した。また、低次分類と

して目（もく）を加え、目名および掲載順は「最新 日本の外来生物」（一般財団法人自然

環境研究センター編著）以降、「日本の外来生物」に準拠した。 

②植物 

植物の分類群は「生態系被害防止リスト」に準拠し、コケ類、維管束植物、藻類の順と

した。和名、学名、原産地等の基本情報についても上記に準拠した。科名と掲載順につい

ては「日本の外生物」に準拠した。 

 

（2）定着の有無・県内分布 

①定着の有無（定着状況） 

聞き取り調査、文献調査、学識経験者等から得られた意見を総合的に判断し、定着状況

を判定した。定着状況の定義を表-1 に示す。 

 

表-1.定着状況の定義 

記号 定着状況 定義（要件） 

○ 定着済み 人の管理外で継続的に確認され、繁殖していると思われる種 

△ 定着不明 情報はあるが定着しているか不明な種 

－ 情報なし 目撃情報や記録がない種 

 

②県内分布 

県内の市町村を 5 地区に区分し、地区ごとに定着状況を整理した。地区の区分を表-2

に示す。なお、5 つの地区すべてで定着となった場合は分布を「県内全域」とした。 

 

表-2.各市町村の地区区分 
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（3）鳥取県指定カテゴリ 

掲載種について、県内における生態系等への影響の程度や定着状況に応じたカテゴリ

区分を行った。カテゴリ区分を表-3 に示す。 

 

表-3.鳥取県外来種リストのカテゴリ区分及び定義 

定着状況 カテゴリ 要件 

定着 

重点対策種 
本県に定着している外来種のうち、生態系等への 

影響が確認されている、または懸念される種 

その他の対策種 本県に定着している外来種のうち、上記以外の種 

定着不明・情報なし 

重点定着予防種 

県外で生態系等への影響が確認されており、本県に

導入・定着した場合、同様に生態系への影響を生じ

るおそれが高い種 

その他の予防種 
本県への定着が確認されていない外来種のうち上記

以外の種 

定着の有無は問わない 産業管理種 

生態系等への影響が確認されているが、産業または

公益的役割において重要であり、利用においては逸

脱の防止を図りながら適切な管理が必要な外来種 

 

（4）特定外来生物等の指定状況 

外来生物法（正式名称：特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律）に

基づく特定外来生物等の指定状況を整理した。指定状況は 2025 年 2 月現在のものである。

項目と内容を表-4 に示す。 

 

表-4.特定外来生物等の指定状況における項目と内容 

 

（5）生態系被害防止外来種リスト（環境省）の記載情報 

「生態系被害防止外来種リスト」記載の以下の項目について整理した。 

・カテゴリ及び詳細カテゴリ 

・影響の種類 

・生息環境 

  

項目 内容 

特定外来 特定外来生物に指定されている。 

特定外来（一部） 
属または類等で複数種が指定されている場合、そのうちの一部が特定外来生物

に指定されている。 

条件付特定外来 条件付特定外来生物に指定されている。 

旧要注意外来生物 
生態系被害防止外来種リスト公表以前に要注意外来生物に指定されていた（平

成 27年 3月に廃止）。 



（6）過去の鳥取県の外来種情報 

「鳥取県の外来性動植物のリスト(2007)」記載の以下の項目について整理した。 

・本県への影響 

・定着可能性 

・影響 

・本県定着の有無 

 

（7）備考 

以下の情報を記載した。 

・日本の侵略的外来種ワースト 100 への指定状況 

上記に指定がある種は「日本の侵略的外来種ワースト 100」と記載。 

・世界の侵略的外来種ワースト 100 への指定状況 

上記に指定がある種は「世界の侵略的外来種ワースト 100」と記載。 

・国内由来の外来種 

上記に該当する場合は「国内由来の外来種」と記載。 

・鳥取県に定着していない種の隣県分布情報 

鳥取県には定着していないが文献調査等により隣県での定着が確認された種について 

記載。なお、対象は鳥取県と県境が接する兵庫県、島根県、岡山県、広島県とする。 

・在来種との形態的な識別が困難な種 

在来種との識別が困難な種について「日本産種との形態による識別は困難」と記載。 

・その他の情報 

上記以外で特筆すべき情報について記載。 
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